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オンラインの居場所の意義と効 果
横須賀市ひきこもり支援連携協議会
オンライン相談・居場所の検討
特定非営利活動法人アンガージュマン・よこすか 理事長 島田徳隆
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オンラインの居場所の概要
オンライン居場所の定義
対面が難しい人向けに、安全に交流や相談、学習ができる
オンライン支援空間
参加の心理的・物理的ハードル軽減
匿名やアバター利用で対話の負担を軽減し、参加の心理的
障壁を下げる
利便性と柔軟な参加方法
自宅からアクセス可能で、チャットや音声、映像など多様な
手段が選べる
継続的な支援の可能性
オンラインで細かな変化やニーズを捉え、持続的な見守り
と支援が可能
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ビデオ会議ツール
ZoomやTeamsでの少人数対話やワークショップが心理的負
担を
軽減し対面に近い交流を促進
コミュニティツール
Discordなどのチャットルームやボイスチャンネルが自由な
タイミングの交流や情報共有を可能にする
メタバース空間
アバターを使う仮想空間は距離感の調整ができ、外出困難な 利用者にも自然な居場所感を提供
オンラインの居場所の主要な形態
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神奈川県学校・フリースクール等連携協議
会の設置(２００６年)
フリースクール等３６団体が加盟
行政とＮＰＯとの協働
神奈川県教育委員会 の取り組み…の前に
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神奈川県教育委員会
の取り組み(概略)
２０２４年８月開設
メタバースによる不登校支援
(専門スタッフ配置)
学習・交流・個別相談を同一空間で提供
平日13:30〜16:30 運営
年間４回の相談会を実施
１２０名の児童・生徒が登録
(２０２６年２月現在)
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参加のハードルを下げる
(外出困難でもアクセス可能)
孤立感の緩和と“つながり”の回復
心理的改善(ストレス軽減・自尊感情の向上)
オンラインの居場所の意義
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通信環境の格差・支援者の技量
セキュリティ/プライバシー対応
オンラインのみで完結させない
(リアルとの併用)
課題と留意点
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既存支援との統合(訪問・来所・家族会等)
対象と目的の明確化、運営体制の整備
(参考)県モデル：行政×民間×学校の連携
横須賀市での検討ポイント
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オンラインは“最初の一歩”として有効
リアル支援と組み合わせて質の向上をめざす
まとめ
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